
鷺内自治会にぜひ加入をお願いします。 

住みよいまちを！まちづくりの主役は、私たち市民です！ 

誰もが安全で快適に暮らせるまち。このための身近な組織として、ご近所のつながりでできた自治会があります。 

住民同士が日ごろから付き合いを深めることによって、困ったことはお互いに協力し合って解決しようとする気持ち

が生まれます。このような助け合う気持ちや、言葉を交わし合える人間関係は、日ごろ感じる暮らしやすさにとどま

らず、災害時の救助活動まで、様々なところで力を発揮します。 

「自分たちのまちは自分たちで創り、守る」ために、鷺内自治会では他のコミュニティ団体とも連携を図りながら、

子どもの見守り活動などいろいろな活動をしています。 

鷺内自治会に加入するとどうなるの？ 

 地域の皆さんと顔見知りになることにより、地域における犯罪の抑止力が高まります。 

 災害時の断水、救護を優先的に自主防災組織が支援します。 

 地域の皆さんとの交流や親睦が図られ、お祭り、運動会、ボウリング大会、防災訓練など各種行事に参加す

ることで、生活の幅を広げることができます。 

 広報紙など生活に必要な行政情報（文書）が班を通して配布されます。 

鷺内自治会ではこのようなことを行っています！ 

 防犯灯の電気代は自治会（班）で負担しています。 

 粗大ごみ収集を年２回行っています。 

 敬老祝賀会を行っています。 

 市民運動会に参加しています。 

 各種球技大会に参加しています。 

 まちづくり委員会主催の各種イベントに参加しています。 

 年２回、市内一斉清掃を行い、住みよいまちづくりに取り組んでいます。 

 地域の伝統文化の保存や継承を行っています。 

 三年に一度の大助祭りに参加しています。（山車保有） 

 自主防災組織を結成し、災害に備えて資機材等を備蓄しています。 

 防犯パトロール隊が下校時の子どもの見守り活動を行っています。 

 フラワーロード（100ｍ）を管理運営しています。 

 各種団体が活動しています。（鷺匠会、大助ばやし保存会、子ども会、ソフトボール等） 


